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　　　３種のダンゴウオの仲間は同種だった

　ダンゴウオ科魚類は団子のような丸い体と鰭
（ひれ）が変形した吸盤状の腹部が特徴で、これ
までに 6 属 28 種がいるとされてきました。兵
庫県北部但馬沖の水深200～300 mの海底には、
コンペイトウ（イボダンゴ属）、コブフウセンウ
オ（オキフウセンウオ属）、ナメフウセンウオ（オ
キフウセンウオ属）の 2 属 3 種が生息すること
が知られていましたが（図 1）、実はこれらの 3
種が同じ種だったのです。
　深海性巻貝の空き殻の中に産みつけられた卵
をふ化させて、稚魚を水槽内で長期飼育して形
態形質の変化を観察したところ、雌はコンペイ
トウに、雄は成長の過程でコブフウセンウオと
ナメフウセンウオになりました。ダンゴウオ科
魚類の分類では、これまで体表のコブの数や大

　今年 4 月、次長に着任しまし
た坂田です。“ひとはく” では、「人
と自然の共生」をテーマに、館
内での展示だけでなく、各種セ
ミナーやキャラバン活動、研究・
シンクタンク事業など、これま
での 20 年余の蓄積を生かした多
彩な活動を展開しています。自
然・環境分野におけるシンクタ
ンクとしての機能を発揮しつつ、
県民の皆様の生涯学習をきめ細
かくサポートできるよう、博物
館の円滑な運営に努めてまいり
ます。よろしくお願いします。

　アフリカのタンガニイカ湖に
は、カワスズメ科魚類が 200 種
以上生息し、そのほとんどが湖
に固有です。私は、この多様な
魚類の分類と生態を 20 年以上研
究してきました。また最近では、
南米のティティカカ湖に生息す
るオレスティアス属魚類の研究
も始めました。日本を含む世界
には面白い現象が沢山あり、興
味が尽きません。皆さんにも、
さまざまなことに興味を持って
追究し、学ぶことの楽しさを体
感してもらいたいと思います。

図 1　ダンゴウオ科魚類 3 種
のスケッチおよび写真（a, a’：
コンペイトウ；b, b’：コブフ
ウセンウオ；c, c’：ナメフウ
センウオ）
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きさの違いが重要視されてきましたが、これら
の形質が性別や成長段階によって異なることが
初めて示されました。
　この新発見につながるきっかけを与えてくれ
たのは、兵庫県美方郡新温泉町の沖合底曳網漁
の漁師さんです。研究開始当初に漁師さんが「大
きくて丸いの（コンペイトウ）が雌で、貝殻に入っ
て卵を守っている小さいの（コブフウセンウオ）
が雄だと思っていた」と言われたことを研究者
らが証明した形となりました。人の目が届かな
い深海域にはまだ知られていない生物や多くの
謎が残されているはずです。これからも地域の
方々とともに兵庫県の近海で暮らす海洋生物に
ついて調べていきたいと思います。

和田年史（自然・環境マネジメント研究部）


